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 本論文は、日蓮が中国思想や中国関連の知識を、いかなる素材を通じてどのように受容したか
という視点から、日蓮の思想の新たな側面に光を当てようとしたものである。 
 序章では、日蓮における中国思想や説話の受容に関わる先行研究を整理した上、研究史上に占
める本論文の意義と独自性について論ずる。 
 第一章「日蓮における「類書」と「金言集」」は、日蓮遺文に登場する故事成語について、六
つの類書等と丹念に比較することによって、日蓮がそれらを直接原典から引用したのではなく、
類書等から孫引きした可能性が高いことを論ずる。第二章「日蓮遺文における中国史上の王・皇
帝」は、日蓮が多数言及する中国の王や皇帝について、どのような視点から取り上げられている
かを考察する。日蓮はそれらの人物像とその事績に関して、一貫して仏教的な文脈に沿って論及
し、仏教的な価値観に基づいて評価を下していることを指摘する。 
 第三章「日蓮遺文における中国人物の引用」は、日蓮遺文に引用されるすべての中国人名とそ
の引用回数を精査した上、それぞれがどのような意図を持って引用されたのかという視点から独
自の分類を試みている。第四章「日蓮と聖人」は、日蓮が中国の聖人をどのように認識していた
かを、慈円及び道元と比較考察している。「三皇五帝」観や「三聖派遣説」をめぐる見解の相違
を、それぞれの仏教者が創り上げた思想世界との関わりにおいて説明する。第五章「日蓮におけ
る「羲農」」は、日蓮が立正安国によって完成する理想の仏国土を、何故に中国の聖人である伏
羲・神農の治世になぞらえていたかを考察する。この表現が登場する『如説修行鈔』が、通説の
いうように佐渡流罪期ではなく、それ以前の成立であるとする仮説を提示する。 
 第六章「日蓮における説話の受容と展開」は、中世社会に広く浸透する第六天魔王説話を取り
上げ、『中臣祓訓解』『神祇講式』『沙石集』などの諸文献と比較しつつ、日蓮における受容の独
自性について論じる。第七章「日蓮遺文の真偽—説話の内容を軸として」では、日蓮遺文におけ
る説話の引用形態からその真偽判別を行う方法とその可能性について論じる。考察の結果、これ
まで真蹟と考えられてきたいくつかの文献について、偽書の可能性があることを指摘する。 
 本論文は、他の中世のテクストを視野に入れながら、中国思想や説話との関連に着目して日蓮
遺文を丁寧に読み込んでいくことによって、広いコンテクストの中で、従来顧みられることのな
かった日蓮思想のいくつかの側面を明らかにすることに成功している。本論中に提示される仮説
や方法の中には、必ずしも十分に練り上げられていないものもあるが、意欲的に新たな研究の方
向性を探求する本論文の成果が、斯学の発展に寄与するところ大なるものであることは疑問の余
地がない。よって、本論文の提出者は、博士（文学）の学位を授与されるに十分な資格を有する
ものと認められる。 
 
 
